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高原野菜主産：地における畜産経営の課題

（第2報）’家畜ふん呼処理と堆肥の流通

武藤軍一郎・恵良章・井上輝美

1．旨　　・的

　無畜野菜専作経営における野菜の連作は、連作障害や地力減退を引き起こした。堆肥に対する需

要が強く、高価格で取引きされている。このような地域における、畜産農家のふ尿処理やよ硲利用

の実態と：地域における堆肥の流通を明らかにする。

2．材料および方法

　　調査地は長野県南佐久郡南牧村人集落である。調査は1982年書月に行い、調査期間は1981年

　1月・1日から同年12月31日までめ1年間である。その他については、第1報、「野菜主産地の形

成と畜産経営の展開」を参照の事。

こ　結果および考察

　1）A集落における畜産は、乳牛の経産牛頭数20頭以上が15戸という規模の大きさであ一る。．その

　　上s野菜作、飼料作の規模が大きいので、ふん尿処理方式が、自家利用を主目的にしたものにな

　　っている。酪農の場合、経産牛を15頭以上飼養する農家のほとんξがバーンクリーナーを設置し

　　ている。バーンクリーナーを利用するふん尿処理方式は、バーンクリーナー→ダンプトラ。ク→

　　堆肥舎まだは堆肥盤に、時には野積みに→フロントローダーでマニュアスプレッダーに移し、圃

　場に散布する（第1表）。この処理方式は、機械体系になっており、労働能率が高い。

　2）上記のふん尿処理方式は、わずかの機械操作を別にすれば、ダンプトラ。クのふんを堆肥舎ま

　　たは堆肥盤などに1日または2日に1度、10－30分で運ぶのと、月に1～2度切返しを行うの

　　みである。半熟または完熟した堆肥を畑に散布する作業も機械化されているが、この作業は基本

　的には野菜作または飼料作に入れるべきものである。後述するように、南牧村において、堆肥は

　絶対的に不足しており、1t当り価格が0．5万円（生ふん）～1．0万円（ほぼ完熟）しており、畜

　産経営にとって、ふん尿は価値あるものであるからである。

　3）30戸の畜産農家のうち、16戸は産出したふん尿を100％自家利用している。酪農の場合ぐ

　経産牛が20頭以下では、100％の自家利用である（第1図）。20頭以上において、他への販売、

　稲わらとの交換、小作料代りなどに廻している。他への譲渡のうち、稲わらとの交換は11戸で
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第1図　経産牛頭数と堆肥の販売・交換・

　　　　地代割合

　1，207t、販売は6戸で930t、小作料としての支払は4戸で800tである。稲わらとの最大の

交換は、No．10の4，200東となっている。堆肥の販売においては、　No．20の76』 怏~が最も大き

　い。

4）一方、ふん尿処理における費用として大きいのは、敷料の購入である。粗飼料の喰い残しも利

用するが、多くの農家でオガクズを買っている。オガクズは、1麗8当り1，000－4，400円と高い。

5）無畜野菜作農家における堆肥利用の実態を見てみよう。無作為に抽出した：50戸のうち、回答の

あった30戸を示した（第2表）。30戸のうち26戸が堆肥を購入ないし牧草と交換している。

　その量は、1．3～100tと区々であるが、26戸のうち17戸は50t未満の購入であって、野菜

作の面積から考えると少い。それは、堆肥価格が高いためと思われる。堆肥価格は、1戸を除き

　1t当り4，000円以上で、14戸において10，000円以上と高価格である。堆肥の状態に対し、4

戸において、ガスが上る、虫が湧く、生状で腐熟に1年かかる、病気が出るという不満が出てい

　る。大部分の農家が、畜産農家まで堆肥を取りに行っている。11戸において、その距離が10伽

以上あって、1～3時間を琴セている。堆即価降が高く、手に入ρにくいので、4戸の農家1さ家

畜を今後、飼養したい意向である。

6）仮りに、堆肥が出来るまでにがかった費用を堆肥生産費とすれば、肉用牛農家の場合、1t当

　り約4，000円、酪農家で20頭以上（経産牛）の生産費が約5，000円、それ以下の頭数では約6，000

　円となる。一方、堆肥の流通価格は、4，000－8，000円なので、家畜ふんの堆肥の販売は、畜産

農家に損失をもたらさない。
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第2表　無畜野菜農家における堆肥購入状況

農家　野菜作付

番号　面　　積
　　　　　　　　　堆肥1t当堆　肥
　　　　堆肥価格
　　　　　　　　　り　価　格購入量

堆　肥　購　入　先

：地　名 人　数　　距　離
運搬時聞
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　42万円
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